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第８９６回 教育委員会定例会 

 

招集年月日 令和４年３月２４日（木）９時３０分～ 

 

招 集 場 所 益田市役所 第１会議室 

 

議 事 日 程 

  第１ 会議録の承認 

 

  第２ 教育長報告 

 

  第３ 議題 

      議第４号 益田市教育委員会公告式規則及び益田市教育委員会事務局組織規

則の一部改正について 

      議第５号 教育財産（旧二川小学校施設）の用途廃止について 

      報第７号 第５５３回益田市議会定例会一般質問について 

      報第８号 令和３年度益田市一般会計３月補正予算について 

      報第９号 令和４年度益田市一般会計予算について 

 

第４ その他 

     (1) 情報提供 

     ・日本遺産シンポジウム及び関連イベントについて 

      

 

 

(2) その他 
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出 席 者 

 

  教育委員会   教 育 長   髙 市 和 則 

          教 育 委 員   梅 津 富美子 

          教 育 委 員   中 野   純 

          教 育 委 員   大 庭 隆 志 

          教 育 委 員   齋 藤 哲 瑯 

 

  事務局職員   教 育 部 長   野 村 美夜子 

          ひとづくり推進監   大 畑 伸 幸 

          教 育 総 務 課 長   長 嶺 勝 良 

          学 校 教 育 課 長   田 原 啓 文 

          学校教育課参事   松 元 善 生 

          文 化 財 課 長   山 本 浩 之 

          美 都 分 室 長   田 中 一 史 

          教育総務課長補佐   齋 藤 勝 義 

          教育総務課主任主事   岩 﨑 俊 也 
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髙市教育長   ただいまより第８９６回益田市教育委員会定例会を開催いたします。 

  それでは、議事に入らせていただきます。 

 

 

第１ 会議録の承認 

髙市教育長   会議録の承認につきましては、先ほどご承認いただきました。 

 

 

第２ 教育長報告 

髙市教育長   次に進みまして、第２の教育長報告でございます。前回の教育委員会か

らの活動状況でございます。 

        ２月２２日でございます。益田市と益田市教育委員会また県立大学と教

育連携協議会を開催いたしました。こちらは、益田市教育委員会はじめ益

田市と島根県立大学といろいろな共同研究等を行っているところでござい

ます。今年が２年目です。今年度の報告と、来年度どのような共同研究を

していくのかというところを議論させていただいたところでございます。 

        続きまして、２月２４日でございます。益田市と東京学芸大学、あとＤ

ｙｎａｂｏｏｋ株式会社による実証研究事業成果発表会を行いました。こ

ちらにつきましても、３者において以前からタブレット等を使った学校教

育の在り方を一緒に共同研究してきているものでございます。それの成果

について発表し、各小・中学校から１名、必ず出席をするというところで、

そういう事例の発表等を市内の小・中学校において共有させていただきま

した。 

        続きまして、２月２５日でございます。第５５３回益田市議会、開会を

いたしました。 

        ３月３日でございます。臨時教育委員会を開催させていただいたところ

でございます。 

        ３月５日でございます。ひとが育つまち益田フォーラム２０２２を開催

いたしました。こちらについては、社会教育またいろいろな活動について

ご発表いただきました。教育委員会といたしましては、小中一貫教育につ

いて１つ分科会を設け、そちらで議論等をさせていただいたところでござ

います。そういった会議の中でいろいろとご意見をいただいたところでご

ざいますので、そういったものを今後の中高一貫教育の推進に向けて活用

させていただきたいと考えております。 

        あとは、３月１６日、１７日でございます。来年度の教育委員会の予算

について審議をいただきました。 

        ３月１８日でございます。益田東中学校の避難路が完成をしたというと

ころで、こちらは市長と私で現場を視察いたしました。１８日以降、子ど
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もたちも使えるように、また地域の方々も避難をする際に使っていただく

道ということで開放しています。幅が６メートルで、車も対向で行き来可

能です。また、そうしながらも子どもたちがその道を歩ける、自転車で移

動できる広い道となっています。以前の使っている道が非常に狭くて、車

が１台通ると歩行者が通る幅を確保することがとても難しい場所でござい

ましたけれども、避難路というところもあり広くなって、また夜間におい

てもきちんと道が使えるようにということで、照明がついている状況にな

っています。またぜひ先生方、機会があれば見ていただければと思ってお

ります。 

        ３月１９日でございます。こちらは豊田公民館で歴史を活かしたまちづ

くりシンポジウムが開催をされました。こちらにつきましては、高津川を

活用してどうやってまちの景観等を維持していくのか、また景観を生かし

たまちづくりというものはどういうことが考えられるのかということでシ

ンポジウムを開かれたものでございます。こちらにつきましては、文化庁

の調査官、また久留米工業大学の大森先生にもご出席をいただいて、高所

大所からいろいろとご示唆をいただいたところでございます。 

        ３月２３日でございます。昨日でございますけれども、益田市議会、閉

会をいたしました。こちらで令和４年度の予算等の可決をいただいたとい

うところでございます。可決をいただいた予算を来年度以降、着実に実施

をしていくということでやっていきたいと思っております。 

  教育長報告としては以上でございます。 

   それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝  

 

 

第３ 議題 

○議第４号 益田市教育委員会公告式規則及び益田市教育委員会事務局組織規則の一部改

正について 

髙市教育長   それでは、これから第３の議題に移らせていただきます。 

        本日審議事項が２件、報告案件が３件でございます。 

        議第４号益田市教育委員会公告式規則及び益田市教育委員会事務局組織

規則の一部改正についてでございます。事務局より説明をお願いします。 

長嶺課長    特別に教育委員会が何かということではなくて、益田市として美都総合

支所、匹見総合支所としております。これを総合支所という部分をやめま

して、美都地域振興課、匹見地域振興課という位置付けのものになってい

ます。全体的に行政機構の何か業務が変わるかというと、それは変わらず

に、総合支所という名称をやめたというところです。 

        教育委員会の規則の中に、いろいろな条例や新しい規則をつくったとき
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には、市庁舎の前に掲示をします。掲示する場所は、益田市役所の本庁舎

前、それから美都総合支所前、匹見総合支所前と記載がありますが、総合

支所自体がなくなったということで、市役所前、美都総合支所前、匹見総

合支所前というのを削除するということが規則改正になっております。今

後、掲示については益田市役所前となるということです。美都や匹見のほ

うでは掲示をあえていたしませんということが教育委員会公告式規則の改

正です。 

        あわせまして、教育委員会事務局組織規則の一部改正という部分も、総

合支所という言葉が出てきますので、総合支所という言葉を削除するとい

うものであります。 

        全体的に教育行政上、何か変わるかというと、大きく変更はありません。

文言を整理したという内容になります。以上です。 

髙市教育長   ありがとうございます。そうしましたら、本件、採決に移りたいと思い

ます。それでは、この件について承認いただけます方は挙手をお願いしま

す。 

教育委員    ＝全員挙手＝ 

髙市教育長   挙手全員ということで、承認されました。つきましては、事務局におか

れましては必要な手続等を進めていただくようお願いいたします。 

 

 

○議第５号 教育財産（旧二川小学校施設）の用途廃止について 

髙市教育長   続きまして、議第５号教育財産（旧二川小学校施設）の用途廃止につい

てです。それでは、事務局より説明をお願いします。 

田中分室長   １点目です。経過としまして、平成２４年度をもちまして二川小学校が

統合されました。その後、その建物の活用につきまして地域を中心に話合

いをされております。その結果、来年度におきまして青少年を対象とした

宿泊施設を有する地域拠点に改修をするということで、改修をすることと

なっております。 

        ２点目です。今現在、建物、校舎、体育館、それから土地が教育財産と

なっておりますので、これを、今後の予定でありますけども、定例教育委

員会におきまして用途廃止の承認をいただきまして、所管換えを行います。

政策企画局が所管換えを行いまして、事業を実施していくという予定にな

っております。以上です。 

梅津委員    旧小学校跡地が青少年を対象とした宿泊機能を有する地域の拠点施設に

なると決まったということで、喜ばしいことだと思います。 

        まだだと思いますが、所管換えした後は、どのような形態で管理される

のか、分かれば教えていただければと思います。 

田中分室長   現在、予定としましては、地元の地域自治組織が積極的に施設の管理そ
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れから宿泊等のところに関わっていきたいというところを表明されており

ます。今後、指定管理につきましては公募等を行いますけども、今後、指

定管理をやっていきたいと思っています。 

梅津委員    ありがとうございました。 

髙市教育長   今後は市役所内ではどこの課が具体的に担当してされるのでしょうか。 

田中分室長   政策企画局の連携のまちづくり推進課が担当課となります。美都も協力

して一緒にやることになっています。 

髙市教育長   ありがとうございます。そうしましたら、本件、採決に移りたいと思い

ます。それでは、この件について承認いただけます方は挙手をお願いしま

す。 

教育委員    ＝全員挙手＝ 

髙市教育長   挙手全員ということで、承認されました。つきましては、事務局におか

れましては必要な事務手続等を行うようにお願いをいたします。 

 

 

○報第７号 第５５３回益田市議会定例会一般質問について 

髙市教育長   続きまして、報第７号第５５３回益田市議会定例会一般質問についてで

す。それでは、事務局より説明をお願いします。 

野村部長    私のほうから３月定例会における一般質問の概要についてご報告申し上

げます。資料をご覧ください。 

        今回は、議長を除く２１名の議員のうち、全員で１７名が一般質問に立

たれました。そのうち教育委員会に対して質問された議員さんは、会派を

代表されての質問が５名、個人としての質問が８名、計１３名の方のご質

問を受けたという状況でございます。 

        それでは、質問された順に沿って、資料に基づいて概要をご説明申し上

げます。 

        代表の佐々木惠二議員さんです。令和４年度の取組方針、令和４年度の

主要施策についてということで聞かれております。内容としましては、益

田市型中高一貫教育、そして地域自治組織等に対する中間支援組織であり

ます一般社団法人豊かな暮らしラボラトリー、通称ユタラボの活動につい

て、そして最後に今建設中であります真砂小学校について、この３点を質

問されました。 

        まず、益田市型中高一貫教育についてですが、これについては、今後の

展望、そして学力向上につながるような取組にするべきではないかという

ところをご質問されました。回答といたしましては、益田市未来の担い手

育成コンソーシアムの中での協議を進めるとともに、子どもたちの学力育

成に資する活動として頑張っていきたいという内容を答えております。 

        ユタラボについてです。設立から２年が経過したが、事業効果と今後の
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展望について問うというところで、答えとしては、数字も交えてかなり細

かくお答えをしております。教育委員会が所管する部分とそれから政策企

画局の連携のまちづくり推進課が所管する部分がありますので、資料のほ

うには教育委員会が所管する部分のお答えとして１ページから２ページに

書かせていただいております。非常に精力的に活動しておりまして、こう

いった形での活動に対しての外部からの視察なども受けるような状態にな

りました。ユタラボについては、今後は自立した団体へと成長されること

を期待するというところで終わっております。 

        ３点目、真砂小学校についてです。地域の複合拠点施設として整備をし

ているわけですが、その狙いと地元住民との合意についてはどうかという

ところです。お手元の資料の２ページに書いておりますが、地元との合意

形成も、地域自治組織と我々とで本当に何回も何回も綿密に行ったという

ところです。こういった綿密な協議によって全国的にも新しい取組である、

小学校を核とした、地域のコミュニティーの核となる複合化施設というと

ころの建設に対して進んでいきたいという内容でお答えをしております。 

        続いて、代表の２番の弘中英樹議員さんです。資料は３ページです。 

質問の項目としては、コロナにおける小・中の休校時の端末の活用につい

て、それから文化財保存活用地域計画の取組状況について、そして歴史民

俗資料館、今（仮称）ビジターセンターというところで改修を予定してお

りますが、その状況について、そして最後に小中一貫教育の質の向上につ

いてというところでご質問を受けました。小・中のコロナの休校に関しま

しては、端末の活用については、各学校、令和３年度の中で持ち帰る準備

を整えて、持ち帰らせております。様々な活用をしておりますということ

をお答えしております。 

        文化財保存活用地域計画の取組状況ですが、この計画を策定することに

よって国の有利な財政支援等も受けられる状況がございまして、ハード、

ソフト、両面で取組を進めて行っているという状況でございます。 

        ３点目の歴史民俗資料館の今後の在り方です。先ほど申し上げましたよ

うに、ビジターセンターとして改修を進めているところでございます。今

後は歴史を活かしたまちづくりの推進というところで、地元の活動の育成、

そういったことも含めて充実を図ってまいりたいというところをお答えし

ております。 

        資料の４ページに行きます。小中一貫教育の質の向上というところで、

議員さんは、義務教育学校という発言も出たのですけれども、小中一貫教

育をもっと進めるべきではないかという立場でご質問されました。お答え

としては、中学校区での取組に対する支援を強めていきます。そういった

ことから、今、義務教育学校等の設置等は考えていませんというところを

お答えしているところです。 
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        それから、福原宗男議員さんです。この方も代表です。４ページから５

ページにかけてです。福原議員さんは、中学校の子どもたちが、都会に一

旦出ても、通勤時間等がかかって、都会での生活も結構大変だということ

の話が出た際に、そういうことの認識がなかったから、学校で伝えてほし

い、そういうことはできないのかと、そういう趣旨のご質問でした。お答

えとしては、ライフキャリア教育を益田市は進めておりますので、そうい

った中でこのような視点での議論というのも必要かもしれませんので、そ

ういった場もつくっていきたいとお答えをしているところです。 

        続いて、代表、三浦議員さんです。資料５ページです。令和４年度の施

政方針について聞かれております。まず、真砂小学校について、続いてＩ

ＣＴについて、続いて中高一貫について、最後、食と農についてというと

ころで聞かれました。 

       真砂の取組については、先ほど佐々木惠二議員さんのところでも触れま

したが、今回、注目される取組ということで、取り上げる議員さんも複数

おられました。国のそういった面での特別な財政措置もいただいたところ

でございまして、地域コミュニティーの核として取組を進めていくという

お答えにさせていただきました。 

        続いて、ＩＣＴの活用です。資料は５ページの終わりから６ページにか

けてですが、教職員のＩＣＴの力をもっとつけなければいけないのではな

いかという、そういったお考えの質問でした。お答えとしては、研修を進

めていきます。これによってより積極的な活用の充実を図ってまいりたい

というお答えをしております。 

        続いて、中高一貫教育です。小から中、中から高という接続を一貫した

流れで見守っていくのが必要ではないのかというご質問でした。お答えと

しては、本当にそのとおりでございまして、我々としても保・幼・こ・

小・中そして高という流れをとても大切に考えていますので、そういった

流れを大事にしながらいろいろな取組を進めたいというお話をさせていた

だきました。最後に、食と農についてです。数年前にますだ食と農の基本

計画という計画ができておりますが、これは議員提案としてこういったも

のができたという流れがございまして、議員さんとしては、学校給食にお

ける食と農の大切さを子どもたちに伝えることを頑張ってほしいという、

そういったお話でした。産業経済部がこれを引っ張るところでございます

ので、そことの連携を強めていきますと回答しております。 

        続いて、大久保五郎議員さんです。資料７ページです。大久保議員さん

は、令和４年度施政方針と教育の取組方針について聞かれました。まず、

施政方針のほうは、交流事業というくくりで、文化財課が関わっておりま

す、今、千葉の国立歴史民俗博物館で開催されております企画展について、

どういう情報発信をしていくのかというご質問でした。様々取り組んで現
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在に至っておりますが、ご承知のようにいろんなチラシも作りましたし、

市のホームページ等でも発信しております。いろいろなＳＮＳの活用もし

ております。民間の方々による活動も活発になっておりまして、今度２７

日にシンポジウムも開催されますし、月がかわって来月はツアーの造成も

計画されておりまして、今募集をされているところです。こういったこと

を通じてしっかり益田市をＰＲしていきたいと考えているというお話をさ

せていただきました。 

        続いて、教育の取組方針のほうは、最初に大久保議員さんは、教育長、

就任されて１年経つが、所感を聞くというところで、教育長のほうからは、

益田市というのは非常に地域の力というものが子どもたちによい影響を及

ぼしているという、そういった話と、来年、令和４年度に向けては、中高

一貫をはじめとして様々な課題に取り組んでいくということをお話しさせ

ていただきました。 

        資料８ページです。大久保議員さんの２学期制に対するご質問です。大

久保議員さん、以前から２学期制に対しては非常に思い入れがあるといい

ますか、視察も行っておられて、質問を度々されております。２学期制に

ついてどういう成果と課題があるかと、また今後の取組はどうかとご質問

でございました。２学期制が始まった初年のところからコロナによる休校

等が度々ありまして、なかなかしっかりとした検証を行うことが実は困難

な状況はございました。そういった中ででも、学校の２学期制導入に対し

ての検証としては、児童と関わる時間を確保できた、多忙感を感じる教職

員の数が僅かに減ったという、そういった状況であるということ。それか

ら、今、非常に教員不足が叫ばれておりますが、そういったことに対して

はどのように対応するかというところで、県の動きをしっかり確認して、

市も必要な情報発信をするし、また益田市の教育であるとか学校が魅力的

な職場であることが非常に大切だと思うという、そういったお話をさせて

いただいております。 

        そして、定着度調査、いわゆる埼玉学テと呼ばれておりますが、定着度

調査と全国学力・学習状況調査についても聞かれました。定着度調査につ

いては、普通に伸びて３、なのでそれを少し超える３．１というところを

目標にしているわけですが、残念ながら初年の比較として３．１は達しな

かったのですけれども、今後としては、児童・生徒を伸ばした教員の指導

方法をみんなで学ぶ機会をつくって、きめ細かい指導を実施していきたい

というお話をしております。 

        全国学テについては、県学テも同じですが、課題が大きい状況でござい

ます。どういった取組ができるかというところをしっかり確認しながら、

学校と一緒に取り組んでいきたいというお話をしております。 

        続いて、寺戸真二議員さんです。ここから個人の質問に入ります。資料
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９ページです。寺戸議員さんは、給食における食材の調達について、地産

地消から地消地産への転換が必要ではないか、必要なものを地域で作るよ

うな取組をしてはどうかというお話でした。実際、美都の調理場において

はこういった取組を計画的に行っておりまして、今後も学校給食の地場産

農産物の使用については引き続き取り組んでいくという話をさせていただ

いております。 

        続いて、１０ページです。河本議員さんです。河本議員さん、匹見ご出

身の議員さんですので、匹見小・中合同校舎の状況について聞かれました。 

非常にうまくいっておりまして、児童・生徒にも教職員にもよい影響が見

られるという話をしております。教育委員会としてもさらに必要な支援を

続けていくということを考えております。地域にとっても、社会教育コー

ディネーターを配置したというところの利点は大きいようで、学校と地域

を結ぶ社会教育コーディネーターの役割というのがしっかり発揮できてい

るのではないかと考えております。 

        最後に、部活動について生徒数が少ないので難しいというお話で、確か

におっしゃるとおりですけれども、指導者バンクなどもつくっております

ので、こういったものを活用して地域の皆様にもご協力を得られるように

していますというお答えをしています。 

        続いて、高橋伴典議員さんです。資料１０ページから１４ページまで行

きます。教育全般を聞かれました。高橋議員さんのおっしゃりたいことは、

我々は中高一貫教育の最初の取組として算数・数学パワーアップ教室を行

いました。また、高専、島大との連携協定を結んだ取組ということを令和

３年度行っております。そういった流れで、理系に非常に偏った活動をし

ている、理系と文系を分断しているのではないか、今は自然教育といって、

科学や技術や芸術なども含んだ、総合的で課題解決型の教育が今後求めら

れるのであって、そういった方向にシフトするべきではないかとおっしゃ

いました。市長のほうは、自分も同感であるというところです。ただ、市

は、市の課題解決のために、医師をはじめとする理系の人材が必要で、た

だそれだけではなくて、エビデンスに基づいて判断ができ、ロジカルな思

考ができる、そういった人材を市は求めています。決して議員さんがおっ

しゃるような偏った考えを持っているわけではありませんということをお

答えさせていただいております。教育に非常に特化したご質問が多かった

のですけれども、通告された質問以外の質問もありました。非常にこちら

もお答えしがいがあるといいますか、そういった内容のご質問であったと

思っております。 

        続いて、資料１４ページで永見議員さんです。子どもをめぐる課題の状

況と対応というところで、ご自分の資料も紹介されながら、益田市の現状

はどうかということをお聞きになりました。児童虐待であるとか不登校、
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ネットいじめ等の件数はどうかというところです。資料のほうには、議員

さんが２０１６年と２０２０年の対比で聞かれましたので、その部分で数

を入れてお答えしておりますので、またお読み取りいただければと思って

おります。児相や要対協としっかり関わりを持ちながら進めていますとい

うことをお答えさせていただいております。 

        それで、最後に各家庭でデジタル環境の格差はないのかというご質問だ

ったのですが、本市は、通信環境に関わらない端末、最初はそれがなくて

も使えるという端末を導入していますので、まずそこから始めること、そ

して家庭学習などもそういったものでやっていただくというところを子ど

もたちに伝えて使ってもらっていますということをお答えしました。 

        続いて、石川忠司議員さんです。１５ページです。これもまた、通信環

境に格差があるのではないかという同じようなご質問でしたけれども、同

じようにお答えしておりますし、それから通信環境というのは校内の通信

環境も大切なのですが、外側の通信環境も非常に大切ですので、そういっ

たものをバランスよく配置するように計画的にやっておりますということ

をお答えさせていただいております。 

        続いて、１５ページの下段、彌重節子議員さんです。彌重議員さん、市

史編さんに非常に思いを強く持っておられまして、必ず一般質問のときに

聞かれます。市史編さんと公文書管理です。図書館の郷土資料収集の状況

とそういった機能についてはどうかというところで、寄贈を中心に１００

冊前後のものを毎年収集しております。デジタルアーカイブについても

着々と進めておりますというお答えをしております。 

        １６ページに行きまして、そういったものについて、市史編さんを視野

に入れた取組についてはどうかというところで、市史編さんの大きな意思

決定というものは実はなされていません。そういったものが決まった際に

はしっかりと対応できるように準備しますというお話をしております。 

        最後に、地域運営組織ということで、地域自治組織と地域マネージャー

と公民館というところで、今、枠組みが違う人たちが公民館に存在してい

るのですけれども、そういったことに問題はないのか、事務所が同室でい

いのかというお話で、以前からそういったお話はありましたので、そうい

った希望があるところには公民館の利用を認めていますという話をしてお

ります。 

        １６ページの中段以降、大賀満成議員さんです。教育環境の充実という

ところで、これも真砂小学校のことを聞かれましたので、お答えしており

ます。皆さん真砂小学校に対しては非常に注目度が高くて、中山間地にお

ける新たな取組という認識でおられるのだなというのが今回の一般質問で

よく認識できたと思っております。ほかの議員さんと同じように、しっか

りと地域づくりの一翼となるように取り組みますというお答えをしており
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ます。 

        ２点目は、校区外就学と障害のある児童・生徒の就学先決定について聞

かれました。保護者さんによっては、今、校区を設定しておりますが、そ

れにはない学校への通学を希望される場合もありますので、そういったも

のを今うちが設けておる内規に基づいて、相当と認める場合には学校を替

えることはできるという状況でして、そういったものに対して見直しはど

うかというご質問でした。社会情勢等によっても適宜見直されるものであ

ると思うというお答えをしております。 

        もう一つは、障がいのある子どもさんの就学先ですが、これは個人も特

定されやすい、そして非常にデリケートな問題でありますので、一般的な

流れをご説明するという流れで、保護者さんのご理解を得られるように最

大限努力していきますというお答えにしております。 

        最後、安達美津子議員さんです。資料１７ページから１８ページです。 

給食費の値上げについては、前回のこの場で議決いただきました。その部

分は議会にもご報告をしたところでございます。それを受けて、自分は反

対であると、こういう時期であるからこそ、こういう時期というのはコロ

ナであるとか、給食に対して市長も頑張っているのだから、上げた分は公

費で賄うというか、無償化がいいと思っていらっしゃるところはあると思

いますが、そういったことは難しいですというお答えにしております。 

 ２点目のご質問は、バス通学についてですが、バス停に建物がない、も

しくはバスを待つ間にどこか、風をよけたりとか雨をよけたりする、そう

いう場所が欲しいから、行政のほうでそういったことを対応してほしいと

いう、そういったお話だったのですけれども、基本的にはバス停の整備は

バスの事業者さんで行われるべきものであり、行政としての対応は難しい

ですというお答えをしております。最後に、安達議員さんは、非常に残念

な回答だとおっしゃって、ここは議論が終わったのですけれども、そうい

ったご質問がありました。 

        非常にざっくりとしたご説明でしたが、以上で一般質問の概要を終わり

ます。 

梅津委員    ６ページの益田市型中高一貫教育のところの（１）の終わりのところの、

令和４年度から市内高校連携推進事業を通してというところ、市内高校連

携推進事業というのを具体的にどんなものかお聞きしたいと思います。 

野村部長    この後、新年度予算のご説明をする時間を若干設けておりますので、そ

ちらのほうでご説明させていただきたいと思っております。 

梅津委員    分かりました。ありがとうございます。 

中野委員    失礼いたします。８ページです。８ページの（２）２学期制導入の成果

と効果のところの部分で、現在、小学校１１校が導入しているということ

がここで見てとれまして、効果も非常にあると感じました。変わった質問
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になるかもしれないのですが、令和４年度に中学校で２学期制が導入され

るのかどうかというのを知りたいと思いまして質問させていただきました。 

松元参事    今の質問ですけど、中学校に関しては令和４年度も導入をしないという

ことで承っております。年度末までに申請という形で教育委員会へ申請を

上げていただいて、それから認可するのですけども、小学校についてはこ

の１１校に加えてさらに２校追加となります。 

中野委員    ありがとうございます。 

大庭委員    ２ページのユタラボについてですけども、７つの自治体から視察があっ

た、それから４市町でカタリバの運営があったとあるのですけども、具体

的にはどういった自治体それから４市町なのでしょうか。 

大畑推進監   自治体につきましては、ユタラボに聞いてみないと分かりませんが、件

数だけ聞いております。 

大庭委員    そうですか。島根県内だけではなく、県外もあるのでしょうか。 

大畑推進監   両方ですね。 

大庭委員    はい。それから、感想になるのですけども、私もこれを見まして、高橋

議員さん、教育に関してすごく本当に濃い質問をされているなと思いまし

た。それから、質問が内容的に重なっているものがあったりするのですけ

ども、こういった分については例えば事前に調整とかというのはできない

のですか。 

野村部長    ご質問ありがとうございます。実は、同じようなことを何度も答えるの

は、議員さん方に対しても好ましくないと思っています。ですので、議員

さんにどういった趣旨で質問されるのかということを前もって聞き取りま

す。そのときに聞き取った経過として、質問の順番が申込み順で決まって

きますので、前の議員さんはこういう趣旨で質問されるというところを事

前にお伝えしながら、質問の内容について少しずつポイントを変えます。

聞き取った時点で表題は同じであるが内容が違うといったところはいいの

ですけれども、もし全く同じような内容でしたら少しポイントを変えてい

ただくというところは、議員さんとのお話の中で可能な範囲で対応はして

おります。 

        今回、真砂に関して何人も聞かれました。全般の内容としては同じ雰囲

気だと受け取られると思いますが、お答えの表現ですとかお話しする内容

を少し変えて対応させていただいているというところでございます。 

        中には、自分も同じでいいから聞くと言われる議員さんもいらっしゃい

ますので、そういった場合にはあらかじめお断りした上で対応するという

ところはございます。 

大庭委員    よく分かりました。ありがとうございました。 

齋藤委員    ２学期制のことで伺いたいのですが、今、小学校１１校が２学期導入、

中学校はゼロでよろしかったでしょうか 
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松元参事    はい。 

齋藤委員    それで、お伺いしたいことが２つあります。１つは、中学校で導入しな

い理由は何なのかということと、それからもう一つは、日本の学校教育現

場の忙しさは世界のトップクラスにあり益田市内の学校の先生方が何時に

学校の仕事を終わって帰られるのかということです。実はしつけの問題な

ど家庭の問題についても全部先生方へ覆いかぶさってきている状況にあっ

て、公立学校教職員が精神疾患による病気休職者は全国で５，０００人ぐ

らいいるので、先生方の労力を減らす努力を行政にもっとして欲しいので

す。いかがでしょうか。 

松元参事    まず、２学期制についてお答えします。２学期制ですが、制度としては、

各学校で必要性を判断されて教育委員会へ申請を行うというところ、その

申請に対して許可するというところで行っていますので、市内一律的に導

入しなさいという動きではないということが前提になります。 

        その中で、先ほど申しましたけども、市内の小学校１１校、それから来

年度に向けては２校増えて、合計１５校中１３校が行うということになっ

ております。中学校に関しては、希望ゼロ校、令和４年度についても今の

ところ実施する予定はないということで確認をしております。 

        その原因について直接的な調査というものを行っていないので、客観的

なものではありませんが、例えば学校行事的なものであったり活動周期的

なものであったり、様々な意見がありますので、客観的なデータは今のと

ころ取っていないという現状ではあります。 

田原課長    教職員の長時間労働ですけども、これにつきましては、令和元年度から

毎月、時数を確認している状況でございます。その中で、令和元年、２年、

３年と徐々に減ってきている状況でございまして、現時点で、今年度１２

月時点ではありますけども、小学校で平均３０時間。中学校で平均３３時

間となっております。 

齋藤委員    その時間は１週間のことでしょうか。 

田原課長    いえ、これは１か月です。 

齋藤委員    １か月ですか。 

田原課長    はい。勤務日数２２日という形で割り算をしてみますと、１日当たり大

体１．５時間、１時間半が市内の教職員の平均となっておりますので、帰

庁時間が何時ぐらいかということになりますと、大体６時半から７時の間

ぐらいではないかと思っているところでございます。 

齋藤委員    そうすると、先ほど説明があった、多忙感を抱く教員が令和２年度は８

８．２％ということですが、それは何故でしょうか。 

田原課長    この多忙感につきましても、平成３０年のときにも調査を行っておりま

して、そのときに比べると、若干ではありますが、数値は下がっている状

況でございます。 
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        多忙感、早く帰れるというところに着目する場合もありますし、勤務時

間の中での多忙感というところも若干あるとは思いますので、そういった

ものにつきましては、今後、より深く調査のほうを行っていく必要がある

のではないかと思っております。 

齋藤委員    すみません、これにこだわるわけではないのですけど、今、学校の先生

方が、私の調査では「教師をやめたいと思ったことがある」いう回答が３

割ちょっといます。その理由として、「とにかく忙しすぎる」「体力が持た

ない」「教師に向いてないと思う」などと答えています。本来の教師の仕

事に戻さなければいけないのですが、益田はどうかと心配しています。 

        それからもう一つは、今、家に持ち帰って仕事をするなと行政は言って

いるのですけど、それはどうですか 

田原課長    確かに、多忙感につきましては、どの教員も持っていると思います。働

く以上は、楽だよ、暇だよということは基本的にはないと思っております

し、それがいい意味での多忙感につながればいいですし、それが苦痛にな

ると、委員さんご指摘のように、勤務に対するマイナス面ということが大

きくなってくると思っておりますので。そのあたりにつきましても、こち

らとしましても、学校の教員の負担感が減るような形の取組は平成３０年

に働き方改革の指針を出していて、それに倣って、取組も進めております

し、今後もそういった教職員の多忙感の部分を減らすように対策を行って

いきたいと思っているところです。 

齋藤委員    最後、もう一つ、そういうものに耐えられなくて途中でやめる教員が結

構います。益田市内の義務教育の先生方はどうでしょうか。 

田原課長    市内の小・中学校教職員、全部で４００人以上おります。その中で、心

身に不調を来す教員も、数名ではありますが、実際存在はしております。

それと連動するのかどうか分かりませんけども、早期退職も数名、毎年お

られます。そういった中で、これは多忙感と連動しているのかどうかとい

うところについては把握しておりませんけども、退職まで皆さんが働き続

けているという状況ではないと思っているところでございます。 

齋藤委員    先生方の元気が出ないと、子どもも元気が出ないと思っています。それ

は非常に大事なことですから、質問させていただきました。 

髙市教育長   それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

 

 

○報第８号 令和３年度益田市一般会計３月補正予算について 

髙市教育長   続きまして、報第８号令和３年度益田市一般会計３月補正予算について

です。それでは、事務局より説明をお願いします。 

長嶺課長    それでは、これにつきましては、教育委員会内の各課、課別で簡単にご
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説明をさせていただこうと思います。感染症対策・学習保障等支援事業費

については、１，５３０万円を追加で補正をして、令和４年度に繰り越し

て実施します。これは１００％国庫補助金ということで対応しているとい

うことです。これにつきましては、令和２年からもう４度目の補正となり

ます。令和２年９月にまず第１弾としてやってきまして、令和３年３月、

昨年の３月にも補正で追加しました。今年の１２月にも追加で補正をし、

今回４度目となり、同じようにこれは中学校にも出てきます。各学校配分

につきましては、文科省の基準に従って児童・生徒数によって配分したと

いうものです。 

        続きまして、１３４ページ、学校再編を行いまして、通学について、再

編をされた児童・生徒につきましてはスクールバスやスクールタクシーを

導入しました。新年度当初、入札をして、その入札減、あるいは下校時、

放課後児童クラブに通ったりすると下校の利用がないというところで減額

が生じ、減額補正しております。 

        続きまして、１３８ページ、学校建設事業費です。真砂複合施設です。

１２月のところで、物価上昇、資材の高騰ということで１億２，２００万

円の補正をさせていただきました。その後、文科省とのいろいろな協議を

する中で、文科省のほうから複合施設であるということで極めて高い評価

をいただいていて、なおかつ全国のいろんな事業の中で特にこの施設の注

目度が実は高いという文科省の判断も含めて、この段階で８，０８９万４，

０００円を新たに追加措置しますと、文科省としての期待値を込めてとい

うところの補助になっています。それがありましたので、地方債を減額す

るという所作を行っています。 

        続きまして、１３９ページですが、先ほど言いました感染症の中学校の

分です。 

        １４０ページが先ほど言いました学校再編に係るタクシー等の入札減の

中学校の分です。 

        それから、１５６ページです。高津学校給食センター管理運営経費とい

うことで、資材の高騰という部分でいきますと、よく目につくのはガソリ

ンが上がっていますが、給食で使うガス代、こちらのほうも非常に上がっ

ているということで、委託料が１４８万９，０００円というのがガス代の

経費の上昇分です。それと、需用費６３万２，０００円というのは、施設

内の機材について、建設後６年目が終わります。稼働６年ということで順

次直しているということです。保健所とも協議をして、壊れてから直すよ

りもこの春休みのうちにしっかり直したいというところで補正をさせてい

ただいたというところになっております。以上です。 

田原課長    続きまして、学校教育課の３月補正の概要についてご説明をさせていた

だきます。まず、１３５ページのところです。小学校費のスクール・サポ
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ート・スタッフ配置事業費ですけども、こちらにつきましては、コロナ対

策というところで、お子さん方が帰られた後の校舎内のお子さん方がよく

触る場所の消毒活動を毎日１時間ないし２時間のところで全校ですけども、

行っていただいております。その中で、手際よく慣れて掃除をされる方も

おられるなど、こちらが試算していた時数よりも実際の勤務時数が減った

ということがございまして、４２万７，０００円ほど減額補正をさせても

らっております。 

        続きまして、１３６ページです。英語教育特別対策費。こちらのほうに

つきましては、市内に４人ほどＡＬＴ、外国語指導助手というものを任用

させてもらっておりますけども、そのうち２名をまず小学校費のほうで支

出をしております。その中で、昨今のコロナの関係で、このうち１名は９

月まで任用しておりました。もう一名につきましては、当初から来日を待

っていたのですけども、なかなか来日ができないというところで、１２月

に結局来日したのですけども、その間の人件費等が下がったというところ

で今回減額補正をさせてもらっているところです。 

        続きまして、１３７ページ、特別支援教育対策費ですけども、これにつ

きましては、各学校への授業に対する支援員の方を任用させてもらってい

る事業でございます。こちらにつきましては、当初２６人ほど任用する予

定にしておりましたけども、市が任用する支援員と合わせまして、県が任

用する、支援をいただく方がおられるのですけども、県のほうの支援員の

人数を結構多く措置をしていただきましたので、その分、小学校について

は任用することが必要なくなったというところで減額補正をさせてもらっ

ているところです。 

        続きまして、１４１ページです。スクール・サポート・スタッフ配置事

業費です。先ほどご説明しましたものの中学校分になります。中学校につ

きましても、勤務時数のほうが若干少なめで済みましたので、そのものに

ついて減額補正をさせてもらっております。 

        続いて、１４２ページも、これも小学校費に続いてですけども、中学校

につきましても２名ほど任用しておりますが、これにつきましては、１名

は丸々任用している、既に来日している者が１年間ずっといるのですけど

も、もう１名につきまして、来日予定が３か月ほどずれてしまった関係で

若干減額補正をさせてもらっているというところでございます。 

        続きまして、１４３ページです。こちらも小学校費に続いて、特別支援

教育対策費でございます。これにつきましては、当初３名ほど任用いたし

ましたけども、そのうち１名が体調を崩しまして途中で辞職されておられ

ます。そこの学校につきましては、補充で任用しなくても何とかやってい

けるということがございましたので、必要なくなりました。そういった形

で人件費のほうが少なくなりましたので、減額補正をさせてもらっている
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ところです。以上です。 

大畑推進監   １４４ページです。成人式、コロナ対策をするために補正をしましたが、

余ったところを減額したというところでございます。次、１４５ページ、

全国大会出場、これはコロナ等になって全国大会がかなり中止になりまし

たので、今年度は減額することになりました。 

        １４８ページ、これにつきましては、今年度、ＮＨＫの公開録画ではな

く幼児向けの公開だけになりましたので、非常に設備等の使用が少なかっ

たということで、当初８０万円の予定が、必要なかった経費を減額させて

いただいたところです。 

        １４９ページにつきましては、資材高騰により増額をした補正になって

おります。５０９万１，０００円の増額ということになっているところで

す。工事については、もう入札等は終わりましたので、今年度と来年度、

２か年において着工それから竣工する予定になっているところでございま

す。 

        １５０ページにつきましては、美濃地屋敷でございますが、思った以上

に替えるカヤが安かったということ等がございまして、４６０万円の減額

ということで、工事のほうは既に完了しています。 

        １５１ページにつきましては、今年度、企画展等を実施して少し超過勤

務等を増額していたのですが、スムーズに準備等ができたということで、

超過勤務のところで一番大きな減額ということで減額をさせていただいて

いるところでございます。 

        １５２ページにつきましては、これは新型コロナウイルス感染症の影響

によりほとんど中止になったということによる減額でございます。 

        １５３ページ、これにつきましては、勤労青少年ホームです。現在、解

体それから売却等の準備をしているところでございますが、勤労青少年ホ

ームの排水路が非常に不十分であり、民家、民地に影響を及ぼす可能性が

出てきたということが分かりました。よって、排水路をどのようにつけた

らいいかというための調査と設計をしていただくための業務委託を至急す

るということで、このたび上げさせていただいているところです。 

        １５４ページ、ふれあいホールみとにつきましては、高圧電流を引き込

むコンデンサーのような大きな装置がございますが、それが老朽化するこ

とにより至急直す必要があるということが電気保安協会の点検により発覚

しました。これがうまくいかないと全ての電源が止まるということになり

ますので、至急ということで補正対応をさせてもらっています。油圧式エ

レベーターは、エレベーターが緊急停止する際に稼働するためのバッテリ

ーが老朽化しているので、併せてこれも対処するということになっている

ところでございます。 

        次、１５５ページです。これは、都茂公民館は八月、道川公民館は二月、
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それから年度が終わるまでのところで転居等で公民館主事が２名、欠けて

いる時期がございました。それと全体の共済費の減額で合わせて７８３万

８，０００円の人件費分の減額になっているところです。以上です。 

山本課長    文化財課から２点ほど説明をさせていただきます。まず、１４６ページ

の歴史を活かしたまちづくり魅力発信・調査研究事業費です。益田の歴史

文化を活かした観光拠点づくり実行委員会が令和元年７月に発足しました。

官と民共同の委員会です。ここを母体としまして、様々な事業、例えば日

本遺産事業もそうですし、また地域計画に基づくまちづくり事業等も展開

しているところでございます。冒頭に教育長もおっしゃいましたけども、

３月１５日の景観シンポジウム、こういったものは事業内容で今年度入っ

ているといったものです。こちらの実行委員会が文化庁から直接、概算払

いを受けることができましたので、もともと市が用意していた貸付金が不

用になったといった理由により、１７１万８，０００円ほど補正をさせて

もらったという状況となっております。 

        次、１４７ページの三宅御土居跡整備活用事業費でございます。これは、

日本遺産の構成文化財にもなっております三宅御土居跡という中世益田氏

の館跡のところですけども、本年度は、以前寺院が建っておりましたので、

その構造物の撤去を全て行いました。それで、そのうちの施工管理費委託

料と、通常は民間等の委託に出すのですけども、本年度に入りまして、ほ

とんど建設部のほうが直営でやっていただけることになりましたので、そ

の分の減額です。そしてあと、実際の工事につきましては、当初、構造物

が１３６立米ぐらい想定していたのですけども、実績で１０３立米となり

ましたので、それだけ減額をさせてもらっています。合計で２１８万６，

０００円の減額補正を行わせてもらったといったところとなります。以上

です。 

齋藤委員    最後に説明があった御土居のことですが、上のほうに墓地が少しありま

すよね。あれは個人の所有の土地ですか。それともいわれのある何かお墓

とかになっているのでしょうか。 

山本課長    お答えします。今の齋藤委員さんがおっしゃいましたのは、土塁上の墳

墓のことだと思うのですけども、あちらの土地は、以前は泉光寺というお

寺さんの所有だったのですけども、今は益田市が全て買い上げましたので、

市の所有地となっております。 

齋藤委員    そうですか。 

山本課長    このたびは、そこの土塁は除く、間に挟まれた広場も、もともとは泉光

寺が建っていたところの構造物も全て撤去しております。 

齋藤委員    何もないところですね。 

山本課長    はい。 

齋藤委員    分かりました。ありがとうございます。 
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山本課長    機会があったらまたご覧いただければと思います。 

髙市教育長   それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

 

 

○報第９号 令和４年度益田市一般会計予算について 

髙市教育長   続きまして、報第９号令和４年度益田市一般会計予算についてです。そ

れでは、事務局より説明をお願いします。 

長嶺課長    それでは、これも教育委員会各課から、全部ということではなく各課の

ところで特筆すべきというところのお話をさせていただこうと思います。 

全ての事業が大体この中に網羅されているというところでありますが、ま

ず教育総務課から、若干昨年と変わったところというところでいきますと、

左側の番号５７１番、教育委員会の運営に係る経費というところで、備品

購入費がついております。これは、タブレットを４台購入し、委員の皆さ

んに貸与します。いろいろな資料を基本的にこちらのタブレットで配付し

ていきたいということでタブレットの購入経費として計上させていただい

ております。 

        続きまして、７４ページです。この後、触れるところではありますが、

皆さんのお手元に人事異動の表が載っております。この中で、５９７番、

新年度より文科省へ学校の教育職員１名を文科省に派遣をさせていただい

て、情報共有であったり今の全国の状況であったりということをしっかり

学んできていただくということで、研修派遣経費が出ております。これに

つきましては、東京で暮らすための家賃や定期的に帰って報告をいただい

たりする旅費をこの中に入れているという状況であります。以上です。 

田原課長    続いて、学校教育課ですけども、令和４年度当初予算に係る主要事業概

要書というものがついていると思います。ページでいいますと２０７ペー

ジです。学校教育課からは、５点ほど主要事業概要書を出させてもらって

おります。 

        まず、１つ目、２０７ページ、整理番号５８１番のいじめ・不登校等対

策推進事業費というところですけども、学校教育課といたしましては、い

じめ見逃しゼロというところを目標に、各学校に対してお子さん方の見取

りの部分についてしっかり対応していただくようにお願いをしているとこ

ろです。 

        その中で、この主要事業概要書の下半分のところに積算等というところ

がございますけども、積算等の報酬のところでそれぞれ１名とか２名とか

書いてありますが、いじめに関すること、それから不登校に関することに

関しまして、相談員ですとか支援員を配置しております。事例に応じて適

切に対応できるような会計年度任用職員を措置しておりまして、昨年度以
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前からもついておりますけども、引き続きこういった支援員等にも協力い

ただきながら、まずはいじめの見逃しゼロ、それから不登校の対応をして

いきたいと考えているところです。 

        続きまして、２０８ページ、整理番号５８２番の学力育成推進事業費で

す。こちらにつきましても、昨年度と同様の予算になっております。３年

度より７万８，０００円ほど増額の、令和４年度につきましては２７６万

３，０００円が予算としてついております。こちらにつきましては、定着

度調査をはじめとした学力テストなどに関する費用ですとか、学力向上に

係る事業を行う部分について予算措置をしておるところでございます。 

        続きまして、２０９ページ、整理番号５８３番の理数系人材育成協働事

業費という新たな名前で、島根大学との連携事業に関する事業です。昨年

度、春休みそれから冬休みにパワーアップ教室を計６日間行ったところで

はありますけども、これをさらに増強いたしまして、夏それから冬それか

ら春休みの計１１日をパワーアップ教室の日にちとして充てたいと考えて

おります。それに係る費用としまして５００万円ほど計上させてもらって

いるというところでございます。 

        続きまして、２１０ページそれから２１１ページ、両方とも、情報教育

特別対策費ですけども、小学校部分とそれから中学校部分に分かれており

ますので、２枚にわたって概要書をつくっております。 

        こちらにつきましては、各お子さん方に配付しております１人１台端末

ですとか、学校の情報環境の整理に係る費用とかという形になっておりま

す。この中に各教員の執務用の端末も含まれているのですけども、来年度

につきましては中学校の教職員の端末のリースの更新というところもござ

いますので、情報教育につきましても、だんだんネット環境がよくなって、

子どもたちのネットの速度も速くなってきていると聞いており、今のとこ

ろ半数の学校については速くなってきているというところになっておりま

すので、来年度につきましては、残りの半数につきましても、対応してい

きたいと考えているところでございます。学校教育からは以上です。 

大畑推進監   ２１２ページをご覧ください。未来の担い手につきましては、西益田小

学校、コミュニティ・スクールということで、社会教育コーディネーター

を配置するということになっております。１名増ということでございます。 

        それから、２１４ページをご覧ください。市内高校連携推進事業費とい

うことで、協働のひとづくり推進課に予算がついていますが、これは、学

校教育課それから農林水産課、産業支援センター、協働のひとづくり推進

課、４課でこの事業を推進するということになっております。執行する権

限はそれぞれについているという事業でございます。組立ては、高校、民

間、それから全ての小中高の方たちが集まっているコンソーシアムにおい

て、主に中高一貫につきまして、中学生に多様な特色ある高校の学びにつ
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いてしっかり知ってもらうということを高校側が主体的に訴えかけをして

いただくために、高校側に対して予算化をすることを通じて中高一貫をス

ムーズにいくようにという形でこの予算が組み立てられています。翔陽高

校につきましては、農業、物づくりに関することについて、主に小・中学

生に場の提供等をしていただくことに活用してくださいということで予算

付けしております。益田高校につきましては、理系の人材のところに力を

入れてやってほしいということで予算付けしております。それから、私立

の２校につきましては、３年目になりますが、主に県外学生が、合計３２

０名を超えている生徒が来ていますので、益田のことをしっかりもっと知

る、益田ならではの教育を提供していただきたいということでご活用いた

だいています。 

        新たにもう一つできたのが、中高一貫推進・４高校連携魅力化発信業務

委託料です。これは、これまで益田高校でＳＳＨ、スーパーサイエンスハ

イスクールでやっていましたサイエンスタウンを改良していただいて、全

ての４校がここに集いまして、先ほどありました、各学校で特色ある教育

をやっていることを、小・中学生を集めまして、そこでしっかりと情報発

信をしてもらったり、それぞれの学びの特徴あることを体験してもらった

りという場をつくっていただくということを中心に据えた予算でございま

す。このことを来年度、中高一貫の柱として、コンソーシアムという場を

生かしながら展開していくという予算が来年度の一番大きな目玉の一つに

なっているところです。 

        それからさらに、２１７ページ、ビジターセンターについて、最終的に

来年度での竣工を目指しておりますので、その工事に係る、また備品購入

に係る予算がここに提示してあるところでございます。以上です。 

山本課長    それでは、文化財課の事業を説明させていただきます。７９ページをご

覧になってください。この中で、文化財保存管理事業費から一番下まで、

文化財事務費、全部で６事業あります。そのうちの歴史を活かしたまちづ

くり魅力発信・調査研究事業費と、あと三宅御土居跡整備活用事業費につ

いてご説明申し上げますので、その後ろ側の２１５ページをまずはご覧に

なってください。 

        これは、先ほど３月補正のところでも説明いたしましたが、実行委員会

の主催事業、毎年計画して行っているのですけども、新年度につきまして

は、まちあるきマップのほうを作成したいと考えております。具体的に考

えているのは、江戸時代には様々な産業が発達をしておりますので、例え

ば、蟠竜湖疎水の開発ですとか、イグサの関係、イグサの栽培、製紙、窯

業、鉱山、刀、林業などなど、そうした構成要素を散りばめたようなマッ

プを作っていきたいと考えているところでございます。 

        あとは、既存のまちあるきマップの英語バージョンを作っていきたいと
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考えておりまして、事業費としては２２７万６，０００円を計上している

といったところです。 

        次に参ります。２１６ページをご覧になってください。三宅御土居跡整

備活用事業費です。こちらも先ほどの関連になるのですけれども。本年度

は、先ほど申し上げました、構造物を全部撤去いたしました。来年度につ

きましては、造成工事、土を搬入してならすといったところを計画してい

るところであります。事業費が５７７万２，０００円となっているところ

でございます。以上です。 

中野委員    失礼いたします。予算事業一覧表ということで、きめ細かくお示しいた

だきましてありがとうございました。参考までに、一般会計自体が、益田

市が令和４年度、どの程度あって、それに対する教育費が、どの程度確保

できたのか教えていただきたいです。全体予算が分からないところがあっ

て、前年度比較ということも知りたいです。どれだけ教育に対して市自体

が力を入れているかというところも踏まえて知りたいと思っていますので、

お願いします。 

        それから、感想ですが、私も第６次の益田市総合振興計画を策定した委

員の一人でありましたものですから、今回、主要事業概要書の中に、益田

市版ＳＤＧｓということで、どういったことがこの事業に対して関わって

くるのかというのがきめ細かく示されているので、非常にいいことだと思

っていまして、非常に分かりやすいと感じたものですから、その辺は評価

としてコメントをさせていただきました。 

        あと、もう一点ほど、協働のひとづくり推進課さんの全体事業を見てい

ますと、結構、国庫支出金ということで国からの予算の獲得をしていると

いうものが見てとれまして、これも財源確保のために様々なところでご尽

力されているということも評価したいと思いましたので、感想を述べさせ

ていただきました。以上です。 

野村部長    ご質問ありがとうございます。令和４年度の一般会計の総額ですが、２

６６億３，１００万円でございます、総額は。前年度が２５９億８，４０

０万円でございますので、６億４，７００万円の増額です。教育費ですが、

令和４年度の教育費につきましては２１億４１万７，０００円。昨年度が

２４億８，３０９万１，０００円ですので、減額となっておりまして、３

億８，２６７万４，０００円の減額です、昨年比較で。本年度総額に占め

る割合が８％です。減った大きい原因は、真砂小学校の建設に関する事業

費が、事業としては令和４年度に繰り越しておりますが、令和４年度の予

算の中に表れておりませんので、その分減ってみえているというところが

一番大きいかと思っております。昨年度は約１０％を占める割合だったと

思いますので、そういった意味で大きいハード整備の事業がなくなったこ

とで減ってきていると認識しております。 
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        ＳＤＧｓについては、中野委員さんも関わって総合振興計画をつくって

いただきまして、大変お世話になりました。評価いただけるのは大変喜ば

しいことでありますので、政策企画課のほうにも伝えたいと思います。あ

りがとうございます。 

大畑推進監   国庫支出金について、感想をいただいて、ありがとうございました。 

大庭委員    ２１９ページのところですが、益田市スポーツ協会補助金のところで、

数値目標というのを私は見ていて、数値目標が出ておりますが、ここの例

えば１６万５，８００人とか２９団体とか、かなり具体的な数字になって

いるので、目標のときにはある程度アバウトといいますか、例えば隣の２

１８ページのような、ブックファースト事業費ですか、そこに出ている数

値目標のように、何かある程度区切りのいい数値ぐらいで出しておくのが

いいのではないかと思います。かなりこれは具体的なので、数値目標とし

て設定する中でどうされているのかと感想として持ちました。 

        それからあわせて、それに関連して、例えば２１６ページ、三宅御土居

跡整備活用事業費のところの数値目標ですけども、文化財の保存・継承・

活用に関する市民の満足度６４％とありますけども、感覚的には例えば６

５とか７０とかそのような数値で出すのがいいと思っています。あまりに

も具体的なので、その辺の設定の根拠といいますか、そういったものを説

明できるのであればお聞きしたと思っています。以上です。 

大畑推進監   これは、利用者の５％アップを積算しております。見込み数の５％アッ

プということで、具体的に指定管理者と特に協力しながら設定しておりま

す。 

大庭委員    なるほど、１．０５倍で掛けていますね。 

大畑推進監   はい。 

大庭委員    はい。ありがとうございました。 

山本課長    ご説明します。先ほどの市民の満足度６４％というところですけども、

実はこの数値目標そのものが益田市の総合振興計画と連携しておりまして、

それで年度ごとに課の中で話し合って設定した目標数値をそのまま計上さ

せてもらっています。ですから、ちなみに令和７年度までの計画ですので、

令和７年度には７０％を目指しています。徐々にシフトしていくような目

標設定としております。 

大庭委員    よく分かりました。ありがとうございます。 

齋藤委員    予算と直接関わりはないのですが、いじめだとか不登校の子どもたちの

問題が引っかかっているのですけれど、今、要保護児童対策地域協議会は

どのぐらいの頻度でされているのか、またその会議でいろいろなテーマが

上がってくるのでしょうけども、それが具体的にどのように生かされてい

るのか、この予算の中で見えてこないのですけれど、分かる範囲で教えて

ください。 
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田原課長    委員さんのほうからご指摘がありました要保護児童対策地域協議会、通

称要対協というのですけども、これにつきましては、児相が所管されてい

るものと、それから益田市においては民生部局の子ども家庭支援課が所管

している会議があります。学校教育課からは委員として出席しております

が、そこで要対協の支援が必要なお子さん方の状況ですとかを連絡調整し

ながらやり取りしながら、今後どういう形で関わっていこうかというとこ

ろをお話させてもらっているところです。 

        私が出席するものとしては、代表者会議というのがありまして、これは

年に１回、昨年度の状況、それから今年度の取組の方向性をお話しする会

が１回あります。それから、担当者会が１年間に７回ほどございまして、

定例で近況について確認し合うというような形の会議を行っているところ

です。 

        したがって、学校教育課で示しているいじめ・不登校等対策推進事業費

の中では、要対協の経費については入ってないということになっておりま

す。 

齋藤委員    それで、少し気になったのは、そういう会議でいろいろなテーマが出さ

れたものを例えば教育委員会として、福祉とか児相とかと連携を取りなが

らの予算化ができないかと思いました。総合的な視点で、学校を見るだけ

ということではなくても、家庭も、地域も、それから福祉も、場合によっ

ては警察とかを含めて、複合的な形での、現場でうまく展開されるような

予算化ができないですか。 

田原課長    なかなか教育費の中での予算という中では見えにくい部分ではあったか

と思うのですけども、基本的には、要対協で話した内容を基に、教育分野

ではどのような形で改善を図っていくかというところも当然この予算の中

に入っております。例えばスクールソーシャルワーカー、今回２名ほど計

上させてもらっておりますけども、そういった形で各家庭への支援ですと

か、公的機関とのつなぎという部分を各家庭にご指南されるというか、そ

ういった形での活動も行っておりますし、教育の分野に関してというとこ

ろで、要対協の中で話し合ったことを教育費として反映するというような

ことを行っています。 

齋藤委員    なかなか目にしづらいところだと思います。今、多くの親御さんが家庭

での悩みを抱えていますが、実は、自分の悩みを人に相談することはとて

も難しいところがあって、家庭のほうから相談しなさいと言っても、なか

なかできないと思います。だから、もっと自由に相談ができるような体制

が必要だと思います。相談所だとかへ行く、病院に行くような構えではな

くて、気軽に行って何か相談できるような場所があるとか、相談ができる

ような人がいるとかというような、日常生活の支援からできないかと思い

ます。 
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田原課長    ありがとうございます。まず、教育という面でいきますと、学校の教員

が、お子さん方のふだんの状況が家庭の状況につながるシグナルといいま

すか、お子さん方のちょっとした変わり事を、先生方が把握されて、その

話を聞く中で適切な対応につなげて行っているところです。 

        その先という部分でいきますと、教育ではなく今度は福祉部局というこ

とにはなってくるのですけども、委員さんご指摘ありましたように、今も

やっておりますけども、今後も分かりやすいような形で各家庭にも知らせ

ていく必要があるのではないかと思ったところでございます。ありがとう

ございます。 

梅津委員    先ほど質問しました市内高校連携推進事業というところは分かりました。

ありがとうございました。 

        それで、高校生について、県外出身者が３２０名いるというのがござい

ましたけども、あと益田に残られるとか大学へ行ってまた帰ってこられる

とかという現状というのはどんな状態なのかわかれば教えてください。 

大畑推進監   基本的に、部活動をやりたくて来た子がほとんどです。ただ、東高校に

おいても、市内のところへ就職した子等々が出ておりますので、３００分

の１か２かもしれませんけど、そのように出ているのは事実ですので、今

後もこの事業をすることでそれが増えることを願っているところです。 

梅津委員    ありがとうございました。 

髙市教育長   それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

 

 

髙市教育長   ありがとうございました。 

   それでは、以上をもちまして定例会を終わります。 

次回は令和４年４月２７日に定例教育委員会を開催いたします。よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝終了時間 １１時３０分＝ 


